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視的な情報を得るため,NMRを観測 したいと考えた｡ しかし,この様な dilutealloy

ではspin一格子緩和時間Tlが短かいため,NMRを観測することは困難であるので1K以

下に温度を下げる必要がある｡そこでHe3-He4希釈冷凍機を作製し～100mKまでの温

度で～400MHzまでの周波数可変 pulsedNMRを行える様改良した｡

この装置を用いて,100-500mKの温度で 型Mn2%(強磁性領域)中のMnのsig-

nalを観測することができた｡しかし,緩和時間が非常に短かく,広範囲のMn濃度で

NMRを行 うことが困葦であるので少量のCo添加して,Tcを高め,Mnの濃度変化を追

うことにした｡

(Pd-Co0.470)卜xMnx系においてもspinglass-の転移が期待され,又,Coと比較す

ることもできる｡この系について4.2K～100mKの温度範囲で,Mn及びCoのNMRを

観測し,次の様な結果を得た｡

1)Pd中のMnは内部磁場～-400KOe,巾は 5KOeで比較的狭い｡

2)Mnの内部磁場は濃度と共にわずかにshiftする｡

3)狭い巾の中で,spin-spin緩和時間T2は大きく変化し,局所的な環境のゆらぎが存

在すると考えられる｡

4)T2は温度変化 し,その変化からT2はTlからの寄与とT2'とに分離することができ
る｡このT2*は suhl･Nakamurainteractionによる緩和であると考えられる.

超伝導蒸着膜の S(〕UIDによる磁気測定

佐 々 木 茂 美

バルク状の超伝導体では,磁場中で温度を下げてゆくと,超伝導転移温度で,マイス

ナー効果により磁束の排斥が起こる｡従って,そのまわりの磁束の変化を追 うことによ

り,磁気的な面からその性質を知ることが出来る｡薄膜の場合,従来の磁化測定法では

試料の量が微少のため,弱磁場中での測定はほとんど不可能である｡しかし,SQUID磁

束計を用いれば,転移に伴 う微少な磁束変化は測定可能である｡

本研究では,鉛,錫及びビスマスの超伝導転移に伴 う磁気的挙動を,sqUIDを用いて
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調べた｡

(i)石英棒に円筒状に真空蒸着した鉛及び錫を,超伝導転移温度以下の一定温度に保ち,

ピックアップコイル中を通過させたところ,600Å以下の膜厚では磁束の変化による信

号は検出されなかった｡それ以上の膜厚の試料では,バルクとは異なり,コイル通過に

際し,相異なる向きの二つの電圧ピークが連続 して現われた｡この奇妙など-クは,小

さなコイルを用いた模型実験により,磁束が膜面に垂直に凍結されためと判明した｡

(ii)通常のビスマスは枇素型構造をもった半金属であり,超伝導体ではないが,低温蒸

着した非晶質ビスマスは超伝導 を示す｡本実験では,低温蒸着ビスマス薄膜及び鉛薄膜

について,弱磁場中での磁化の温度変化を調べるため,蒸着直後より磁化測定の可能な

クライオスタットを製作 し,測定した｡その結果,磁化の温度変化曲線は,薄膜中に含

まれ,磁束凍結をする欠陥の性質を反映 していることが明らかになった｡

層状化合物 Tic13の格子振動について

杉 目 高

TiC13は層状物質で,蜂の巣格子を作っているTitanium面と,三角格子を作っている

2枚のChroline面が, cl-Ti-C1の順に並んで1つのサンドウィッチ構造を形成している｡

このような層状構造を有する TiC13についてPhononDispersionを計算 した｡Chroline

ionのpolarization効果を取 り入れる為に ShellModelを用いた｡Titanium ionは,rigid

ionとして扱った｡

短距離型のRepulsiveForceは, shellを通 してのみ作用すると近似した｡パラメータ

ーは, RepulsivePotentialの1階微分に関係 したBrB7,2階微分に関係したAl～A7,

shellcharge,shell-core間のforceconstantの16個である.

このうち,Bl～B7は結晶の平衡条件より決定した｡他のパラメーターは,Emeisらに

よって観測 された Far･lnfraredspectrum のIl点のAu-mode,Eu-modeの frequenceyに合

う様に選んだ｡このmodelでは,u一modeに属する高いfrequencyの値を再現するのは無

理であった｡
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